
取扱説明書

11.0型ワイドVGAモニター

TVM-W1100

目
次
6ペ
ージ

車への取り付けは、必ずこの取扱説明書と別冊の「安全上のご注意」に従って正しく行ってください。
指定以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。
この場合は、当社では一切の責任を負いかねます。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取扱説明書はお客様へお渡しください。

本製品はJEITAコードカラーに対応しています。
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■お守りいただく内容の種類を次の絵表示で区分し、説明しています。

注意 この表示の欄は、「人が傷害を負う可能性が想定される内容およ

び物的損害のみの発生が想定される内容」を示しています。

警告 この表示の欄は、「人が死亡または重傷を負う可能性が想定され

る内容」を示しています。

このような絵表示は、注意 (警告を含む) しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止 (やってはいけないこと) の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全のために必ずお守りください

絵表示について
取扱説明書、取付説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

■表示内容を無視して、誤った使いかたをしたときにおよぼす危害や損害の程度を次の表示で
区分し、説明しています。
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画面を長く見る必要がある複雑な機能は、自動車
の運転中に操作をしないでください。前方不注意
となり交通事故の原因となります。操作は、必ず
安全な場所に車を停車させて行ってください。ま
た運転中、画面を注視する時間は必要最低限とし
てください。

運転中に操作をしない

警告
[使用方法]

運転者がテレビやDVDを見るときは、必ず安全な
場所に車を停車させてください。走行中にテレビ
やDVDを見ると前方不注意となり交通事故の原因
となります。

走行中にテレビやDVDを見ない

画面が映らない、音が出ないなどの故障の状態で
使用しないでください。必ずお買い上げの販売店
にご相談ください。そのままご使用になると事故・
火災・感電の原因となります。

故障のまま使用しない

[異常時の処置]

万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物
が入った・水がかかったなど異常が起こりました
ら、ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販
売店にご相談ください。そのままご使用になると
事故・火災・感電の原因となります。

異常のまま使用しない

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定
容量のヒューズをご使用ください。規定容量以上
のヒューズを使用すると、火災の原因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

規定容量の
ヒューズを

安全上のご注意
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安全上のご注意
つづき

モニター部にエアコンのクーラーの冷気やヒーター
の熱を当てないでください。そのままご使用にな
ると故障や火傷の原因となることがあります。

モニター部にヒーターの熱などを当てない

注意
[使用方法]

安全走行のために

本機はパーキングブレーキのON/OFFを検知しており、取り付け位置 (LOCATION) の設
定 (� 13ページ) を[FRONT]にした場合、走行中にテレビやDVDの映像を見ることがで
きないようになっています。 (走行中は次のようなメッセージが表示されます。)

取り付け位置 (LOCATION) の設定 (� 13ページ) を[REAR]にした場合、パーキングブ
レーキのON/OFFに関係なく映像が出力されます。設定を[REAR]にしたときは、運転者
が走行中に映像を見ることができる位置には、絶対に本機を設置しないでください。

このようなメッセージは、安全な場所に
停車して、パーキングブレーキをかける
と解除されます。

VTR1

ATTENTION
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バッテリー上がりを防ぐために

本機をお使いになるときは、必ず車のエンジンをかけてください。エンジンがかかってい
ないときに本機を使用すると、バッテリーが消耗します。

モニターの液晶画面を保護するために

本機を使用していないときは、モニターに直接日光が当たらないようにしてください。直
射日光が当たる状態で長時間放置しておくと、高温のために液晶画面が故障するおそれが
あります。 (その他、気をつけていただきたいこと「モニターの正しい使いかた」 � 38
ページ)
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特長

●高精細な表示が可能な11.0型ワイドVGA液晶モニターを採用。高画質で迫力のある映像を再
現します。

●2系統のRCA映像・音声入力端子に加えて、D2映像入力＊が可能なコンポーネント映像入力端
子を1系統有し、DVD・地上デジタルテレビジョン放送などの映像を高画質で表示できます。

●出力端子はRCA映像・音声出力端子、コンポーネント映像出力端子を各1系統有し、コン
ポーネント入力対応モニターの増設も可能です。

●画面モードの信号を検知すると自動でワイドモードを切り換えます。（コンポーネント映像入
力端子接続時）

●モニターの背面に内蔵されたスピーカーで、テレビ・DVD・地上デジタルテレビジョン放
送・ゲームなどの音声を出力できます。

●モニターの側面にヘッドホンジャックを搭載しています。テレビ・DVD・地上デジタルテレ
ビジョン放送・ゲームなどの音声をヘッドホンで聴くことができます。

●リアモニター用リモコン「CD-RR1」（別売）で本機が接続された当社製カーナビゲーション
など（メインユニット）のAV機能を操作することができます。（操作できる機能は接続され
るメインユニットによって異なります。また、リモコン信号入力が無いメインユニットの場
合は使用できません。）

●インテリジェントディマーを搭載。周囲の明るさに合わせて、液晶画面の明るさを自動的に
調整します。

＊：D端子変換ケーブル「CD-CPD300」（別売）が必要です。

ご使用になる前に
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各部の名称と使いかた

モニター

1 2 3 4 5

6

9 8

0 (側面) 7 (側面)



はじめに

9

は
じ
め
に

1外光センサー (� 20ページ)
周囲の明るさに合わせて画面の明るさを
自動調整するためのセンサーです。

2リモコン受光部
別売のリアモニター用リモコン「CD-
RR1」をここへ向けて操作します。

3SOURCE/POWERボタン
ソースを切り換えます。長く押すと本機
の電源をON/OFFします。

4VOL (ー/＋) ボタン
内蔵スピーカーやヘッドホンの音量を調
整します。画質調整メニュー (� 20ペー
ジ) や設定メニュー (� 13ページ) が表示
されているときは、設定値や設定項目を
切り換えます。

5WIDE/MENU ボタン

ワイド画面の拡大方法を切り換えます。長
く押すと画質調整メニュー (� 20ページ)、
設定メニュー (� 13ページ) に切り換わ
ります。

6液晶画面

7ヘッドホンジャック

3.5mmステレオミニプラグのヘッドホン
が接続できます。

8内蔵スピーカー (モノラル)

テレビ・DVD・地上デジタルテレビ
ジョン放送・ゲームなどの音声を出力で
きます。

9取付金具固定部
モニター取付金具「AD-V10」 (別売) を
取り付けます。

0モニターケーブル用コネクタ

付属のモニターケーブルを接続します。
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後席用リモコン「CD-RR1」（別売）

1

2

3

4

5

6 ~

=

-

0

9

8

7

1POWER）ボタン
押すごとに本機の電源をON/OFFします。

2RETURNボタン
DVDのリターン再生をします。

3BANDボタン
テレビやラジオのバンド(FM/AM)やメモ
リーを切り換えます。

4 7ボタン
DVDの再生停止をします。

510 (テン) キー
DVDのダイレクトサーチに使用します。

見たいチャプター番号の数字を押すと指
定したチャプターから再生が始まります。

3を選ぶとき ：「0」と「3」を押します。

10を選ぶとき ：「1」と「0」を押します。

6ブックマークボタン
DVDのブックマークの記憶をします。

7ジョイスティック
DVDのディスクメニューを操作します。上
下左右でカーソル移動、押すと決定し
ます。

8SOURCEボタン
ソースを切り換えます。長く押すとソー
スをOFFにします。

9TOP.Mボタン
DVDの最上位のメニューを表示します。

0MENUボタン
DVDのディスクメニューを表示します。

- 5/∞/2/3ボタン
曲の早送りや早戻し、ラジオ、テレビの
放送局を変えるときなどに使用します。

= 6ボタン
DVDの再生や一時停止をします。

~CLEARボタン
入力した数字を取り消します。

各部の名称と使いかた
つづき
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はじめてお使いになるときは、電池ホルダーから出ているフィルムを引き抜いてください。電池
はあらかじめセットされていますので、すぐにお使いいただくことができます。

qリモコンを裏返してボールペンの先などでw電池
ホルダーを開け、e付属のリチウム電池(CR2025)
を⊕側を上にしてセットします。

●リモコンを直射日光の当たるところに長時間放置すると、高温により変形・変色したり、故
障することがあります。リモコンを使用しないときは、グローブボックスなど直射日光の当
たらないところに保管してください。

●リモコン受光部に直射日光が当たっていると、リモコンの操作ができないときがあります。

●付属の電池は充電できません。

●リモコンを長期間使わないときは、電池を取り出してください。また、取り出した電池は、
幼児の手の届かないところに保管してください。

●電池の液もれが起こったときは、内部に付着した液をよく拭き取ってから新しい電池と入れ
換えてください。

●リモコンからの信号が受け付けられる範囲が狭くなってきたときは、新しい電池と交換して
ください。

●不要となった電池を廃棄する場合は、各地方自治体の指示（条例）に従って処理してくだ
さい。

●電池は加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液もれに
より、火災やけがの原因となることがあります。

q

w

e

リモコン電池の入れかた

リモコンの取り扱いに関するご注意

電池の取り扱いに関するご注意
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電源のON/OFF

車のエンジンをかける 本機の電源を入れる

SOURCE/POWERボタンを押す

本機の電源がONになります。

本機の電源を切る

SOURCE/POWERボタンを長く押す
(約2秒)

本機の電源がOFFになります。

3

21

メモ
●本機を運転者から見える位置に設置した
場合は、パーキングブレーキを引いて
からエンジンをかけてください。

メモ
●電源を入れるときは、必ず車のエンジ
ンをかけてください。バッテリーが消
耗します。

●本機をAVH-P90DVAと接続した場合、
AVH-P90DVAの操作で本機の電源を
ON/OFFできます (「パワーコントロール
の設定」� 13ページ) 。
この場合、SOURCE/POWERボタンで
本機の電源をON/OFFすることはできま
せん。
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モニターの設定

初めてお使いになるときは「モニターの取り付け位置 (LOCATION) の設定」を必ず
行ってください。

メモ
●本機を運転者から見える位置に取り付け
た場合は、LOCATIONの設定を必ず
[FRONT]にしてください。

取り付け位置とパワーコント
ロールを設定する

本機の電源を切る
(� 前ページ)

WIDE/MENUボタンを長く
押す (約2秒)

設定メニューが表示されます。

WIDE/MENUボタンを押すごとに設定する項
目が次のように切り換わります。

VOLーボタンまたはVOL＋ボタ
ンを押して設定を切り換えます

モニターを取り付ける位置によって切り換え
ます。工場出荷時は[REAR]です。

VOL ー：[REAR] (リア)
モニターを運転者から見えない位
置に取り付けた場合。

VOL ＋：[FRONT] (フロント)
モニターを運転者から見える位置
に取り付けた場合。

(パワーコントロール)
パワーコントロール対応のメインユニットで
本機の電源のON/OFFができます。工場出荷
時は[NORMAL]です。

VOL ー：[NORMAL] (ノーマル)
本機のSOURCE/POWERボタン
で電源のON/OFFができます。

VOL ＋：[FRONT] (フロント)
本機のSOURCE/POWERボタン
で電源のON/OFFができなくなり
ます。リアモニターの電源を
ON/OFFする機能を持ったメイン
ユニットを本機にコンポーネント
ケーブル＊で接続した場合は、メ
インユニットで本機の電源の
ON/OFFができます。

(例：AVH-P90DVAとコンポーネント接続
した場合：AVH-P90DVAのREAR ONボタ
ンを押すと本機の電源がONになります。ま
た長く押すと（約２秒）、本機の電源がOFF
になります。)

＊：別売のコンポーネントケーブル「CD-
CP300」が必要です。

POWER.C

LOCATION

3

[LOCATION]

[POWER.C]

LOCATION  REAR

POWER.C  NORMAL

[SETUP MENU]

2

1
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WIDE/MENUボタンを長く
押す (約2秒)

設定メニューの表示が消え、電源がOFFになり
ます。

4

メモ
●設定メニュー表示後、約30秒間操作を
行わなかった場合は、設定メニューの
表示が消え、電源がOFFになります。

●取り付け位置とパワーコントロールの設
定は、必ずパーキングブレーキ線 (若草
色) を接続してパーキングブレーキをか
けてから操作してください。パーキン
グブレーキ線を接続しないでLOCATION
の設定を[FRONT]にすると、映像を表
示しようとしても“ATTENTION”画面
になります。万一そのような状態にな
ってしまった場合は、本機を正しく接
続してパーキングブレーキをかけるか、
本機をリセット (� 39ページ) してから
再度操作してください。

モニターの設定
つづき
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ソースの切り換えかた

カーナビゲーションやDVDプレーヤーなどが接続された映像・音声ソースの入力を
切り換えます。

SOURCE/POWERボタンを
押す

SOURCE/POWERボタンを押すごとに、以
下のようにソースが切り換わります。

＊1：VTR1にコンポーネントケーブルで接続
し、入力される信号がコンポーネント信
号のとき。

[VTR1 (COMPONENT) ]＊1　 または[VTR1]

[VTR2]�

VTR1[COMPONENT]

1 メモ
●映像・音声ソースの入力はVTR1と
VTR2の2系統があります。VTR1はコ
ンポーネントケーブルを使ってコンポー
ネント信号を入力することもできます。

●機器が接続されていない映像入力には切
り換わりません。

●VTR1のコンポーネント映像入力とRCA
映像入力を両方接続しているときは、コ
ンポーネント映像入力が優先されます。

●VTR1のコンポーネント接続には別売の
コンポーネントケーブル「CD-CP300」
または「CD-CPD300」が必要です (�
26ページ) 。

● VTR1、VTR2の入力端子に何も接続さ
れていないときはソースが[VTR1]に切
り換わります。

●本機で選択された映像・音声ソースが、
VTR出力およびコンポーネント映像出
力から出力されます。(� 30ページ)
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内蔵スピーカーの音量を調整する

VOLーボタンまたはVOL＋
ボタンを押す

VOL ＋：音量を上げるとき

VOL ー：音量を下げるとき

内蔵スピーカーの音量は、0～30
の範囲で調整できます。

VOL12

1

メモ
●ヘッドホンを接続しているときは、
ヘッドホンの音量調整になります。

●ヘッドホンを接続すると、内蔵スピー
カーからは音が出なくなります。
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ワイド画面の拡大方法を切り換える

DVDやテレビおよびVTR (ビデオなど) の映像は、通常の映像を、ワイド映像に拡大
する方法を選択することができます。

映像を表示させる
(� 16ページ)

WIDE/MENUボタンを押す

WIDE/MENUボタンを押すごとに、ワイドモー
ドが次のように切り換わります。

AUTO

[FULL]

[JUST]

[CINEMA]

[ZOOM]

[NORMAL]

FULL

2

1 メモ
● [AUTO]はソースがVTR1 (COMPONENT)
のときのみ選択できます。

●VTR1 (COMPONENT) 、VTR1、VTR2
の映像で設定内容が別々に記憶され
ます。

● [AUTO]を選択した場合、VTR1コンポ
ーネント映像入力端子からの信号に画面
モードの信号を検知すると、その信号
に従って自動でワイドモードを切り換え
ます。



使いかた

19

使
い
か
た

ワイドモードの種類

FULL（フル）
4：3の映像の左右だけを拡大します。映像が欠けることなく
ワイド画面が表示されます。

JUST（ジャスト）
画面の両端に近づくほど、横に伸びる比率が高くなります。
画面の中央付近は通常の映像とほとんど同じ大きさで表示さ
れるため、ワイド画面を違和感なく楽しめます。

CINEMA（シネマ）
フルとズームの中間の比率で、上下を拡大します。字幕が映
像の外の黒い部分に表示されるものに適しています。

ZOOM（ズーム）
4：3の映像を上下、左右とも同じ比率で拡大します。映画な
ど横長の映像のうち、字幕が映像の上にかぶって表示される
ものに適しています。

NORMAL（ノーマル）
4：3の映像をそのまま表示します。

メモ
●4：3比率の映像をズーム、ノーマル以外
で見ると、映像の縦横比がもとの画面と
異なるため、本来の映像とは見えかたに
差が出ます。

●シネマ・ズームで映像を見るときは、画
質が粗くなります。

●営利目的、または公衆に視聴させること
を目的として、本機のワイドモード切り
換え機能を利用すると（フル、ズームな
どを利用して、画面の圧縮や引き伸ばし
などを行うと）、著作権法上で保護され
ている著作者の権利を侵害するおそれが
ありますので、ご注意ください。
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画質の調整

黒の濃さやコントラスト
などを調整する

映像を表示させる
(� 16ページ)

WIDE/MENUボタンを長く
押す (約２秒)

画質調整メニューが表示されます。

WIDE/MENUボタンを押し
て調整する項目を選ぶ

WIDE/MENUボタンを押すごとに、調整する
項目が次のように切り換わります。

VOLーボタンまたはVOL＋
ボタンを押して設定を調整する

黒の濃さ、コントラスト、色の濃さ、色あい
は、＋24 ～ ー24の間で調整できます。

VOL ＋：黒が濃くなります。

VOL ー：黒が薄くなります。

VOL ＋：白黒の差が大きくなります。

VOL ー：白黒の差が小さくなります。

VOL ＋：色が濃くなります。

VOL ー：色が薄くなります。

VOL ＋：緑が強くなります。

VOL ー：赤が強くなります。

WIDE/MENUボタンを長く
押して (約2秒) 、画質調整
メニューを解除する

5

色合い

色の濃さ

コントラスト

黒の濃さ

4

[黒の濃さ]

[コントラスト]

[色の濃さ]

[色あい]

[明るさ]

3

黒の濃さ�
コントラスト�
色の濃さ�
色合い�
明るさ�

0�
0�
0�
0

[画質調整]

2

1

メモ
●画質調整メニュー表示後、約30秒間操
作を行わなかった場合は、ソース画面
に戻ります。

●ソースがVTR1 (COMPONENT) のとき
は、色合いは調整できません。

メモ
●VTR1 (COMPONENT) 、VTR1、VTR2
で別々に調整内容を記憶します。

●黒の濃さとコントラストは、外光セン
サーで周囲の明るさを感知し、明るい
とき ( ) と、暗いとき ( ) で調整内
容を別々に記憶します。
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液晶画面の明るさを調整する

夜間、周囲が暗くなってくると、画面
が明るすぎて表示されている映像が見
えにくくなってしまうことがあります。
本機は、周囲の明るさに合わせて、液
晶画面の明るさを自動的に調整します
( 3 点 式 イ ン テ リ ジ ェ ン ト デ ィ
マー) 。その自動的に調整される明るさ
を好みに合わせて、設定しておくこと
ができます。

画質調整メニューを表示
させる (� 前ページ)

WIDE/MENUボタンを押して
「明るさ」を選ぶ

外光センサーが感知した周囲の明るさ (外光
レベル) を以下のように表示します。

表示 内容

黄色の太陽 ( ) 明るいとき (昼間)

赤い太陽 ( ) 中間の明るさ (夕方)

青色の月 ( ) 暗いとき (夜間)

VOLーボタンまたはVOL＋ボタン
を押して明るさを調整する

WIDE/MENUボタンを長く押
して (約2秒) 、画質調整
メニューを解除する

4

3

黒の濃さ�
コントラスト�
色の濃さ�
色合い�
明るさ�

0�
5�
0�
0�

外光レベル�

[画質調整]

暗� 明�

2

1

メモ
●画質調整メニュー表示後、約30秒間操
作を行わなかった場合は、ソース画面
に戻ります。

メモ
●現在の外光レベルに設定されている画面
の明るさが調整されます。

●暗い、中間、明るい、のそれぞれの外
光レベルで調整でき、別々に記憶され
ます。
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接続・取り付け部品を確認する

モニター関係

モニター × 1

ハイダウェイユニット関係

ハイダウェイ
ユニット × 1

マジックテープ
(やわらかい方) × 2

モニターケーブル
× 1

マジックテープ
(かたい方) × 2

ビデオ・リモコン
信号ケーブル × 1

モニター取付金具
固定用クッション × 1

電源コード × 1
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接続上のご注意
●赤リード線 (アクセサリー電源) は、常
にバッテリーから電源が供給される電源
回路には接続しないでください。接続す
ると車のバッテリーが消耗してしまい
ます。

●若草色リード線 (パーキングブレーキス
イッチ) は、必ずパーキングブレーキス
イッチの電源側に接続してください。接
続しないと一部の機能が使用できなくな
ります。

本機と他の製品では同じ働きのコード
でも色が異なる場合があります。本機
と他の製品とを接続される場合、それ
ぞれの製品に付属の取付説明書をよく
お読みになり、同じ働きのコードどう
しを接続してください。

電源配線キットを別売しています
●システム全体の消費電流が大きくなると、
電圧が不足する場合があります。そのよう
なときは、バッテリーから直接電源をお取
りください。当社では、電源配線キット
「RD-221」を別売していますので、販売
店にご相談ください。

接続のポイント

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押
し込んで、確実に接続してください。ス
ムーズに入らない場合は、色が間違ってい
る可能性がありますので、コネクターどう
しの色を確認してください。また、無理に
挿入しないでください。故障の原因となる
場合があります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネ
クター部分を持って引っ張ってください。
コードを引っ張るとコードが抜けてしまう
ことがあります。

コネクターの着脱のしかた

接続の前に知ってほしいこと



接続のしかた

24

接
続
の
し
か
た

接続端子の名称と働き

1電源
付属の電源ケーブルを接続します。

2VTR2 RCA映像入力 (黄)
VTRやDVDなどの映像を入力します。

3VTR2 RCA音声入力 (白・赤)
VTRやDVDなどのステレオ音声を入力し
ます。

4VTR1 RCA映像入力 (黄)
VTRやDVDなどの映像を入力します。

5VTR1 RCA音声入力 (白・赤)
VTRやDVDなどのステレオ音声を入力し
ます。

6VTR1 コンポーネント映像入力 (白)
コンポーネント映像出力端子が付いたAV
機器と組み合わせるときは、ここへコン
ポーネント映像信号を入力します。 (別
売のコンポーネントケーブル「CD-
CP300」またはD2映像端子変換ケーブ
ル「CD-CPD300」が必要です。) VTR1
のRCA映像入力とコンポーネント映像入
力を両方接続しているときは、コンポー
ネント映像入力が優先されます。

7リモコン信号出力 (黒)
リモコン信号入力端子が付いたメインユ
ニットと組み合わせるときは、ここへリ
モコン信号出力を接続します。

8コンポーネント映像出力 (青)
VTR1に入力された映像および音声を出
力します。コンポーネントケーブル
「CD-CP300」 (別売) を使って2台目の
TVM-W1100を接続できます。D2映像
端子変換ケーブル「CD-CPD300」 (別
売) を使ってD2映像入力端子が付いた他
のAV機器などを接続できます。 (「CD-
CPD300」を使用した場合は音声出力は
ありません。) 

9リセットスイッチ
本機のマイコンをリセットします。ボー
ルペンの先などで、押してください。

0RCA映像出力 (黄)
他のAV機器などに接続します。本機で
選択したソースの映像が出力されます。

-RCA音声出力 (白・赤)
他のAV機器などに接続します。本機で
選択した映像ソースの音声が出力され
ます。

=モニターRGB出力 (桃色)
付属のモニターケーブルでモニターへ接
続します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 =-
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電源コードの接続
ー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいー

1.5 m

ヒューズ抵抗� 赤�

赤/灰�

アクセサリー電源�
車のエンジンスイッチをACCの位置に
したときに、電源が供給される電源回
路に接続してください。�

若草色�
パーキングブレーキスイッチ�
車が停車していることを確認するため
に使用します。必ずパーキングブレー
キスイッチの＋側リード線に接続して
ください。�

パーキングブレーキスイッチ�

＋側�

アース側�

＋バッテリー電源�
車のエンジンスイッチのON/OFFに関
係なく、常にバッテリーから電源が供
給される電源回路に接続してください。�

4 m

アース�
車のボディの金属部に確実に接続してくだ
さい。�

黄�

黒�

4 m

4 m

注：ヒューズを交換するときは、必ず
同じ容量のヒューズと交換してく
ださい。�

4 A

接続方法�

パーキングブレーキ
スイッチの＋側リー
ド線をはさみ込む。�

ラジオペンチで
強くはさむ。�

パーキングブレーキスイッチの位置は、
車種によって異なります。詳しくは、お
買い上げの販売店にご相談ください。�

注：電源リード線の、ヒューズから本体、およ
びヒューズ抵抗から本体の間に、他の機器
のリード線を接続しないでください。�

注：赤、黄リード線は車のヒューズユニットを
通した後の端子に接続してください。�

電源コード�
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システムの接続
ー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいー

D1、D2映像出力へ�

注 : 本機には、モニター取り付け位置(LOCATION)
の設定（FRONT/REAR）があります。設置後は、
必ず設定を行ってください。(� 13ページ)

モニター�

ポータブルビデオやDVD
ビデオデッキ、地上デジ
タルTVチューナーなど�

映像出力へ�

音声出力 (L) へ�

音声出力 (R) へ�

4 m

桃色�

長さが足りないときは、
別売の「CD-RGB330E」 
(3 m延長 )をお使いくだ
さい。�

●D1またはD2映像出力端子付きの市販のビデオ機器など
を接続するときは、D2映像変換ケーブル「CD-CPD300」 
(別売 ) を使ってD映像信号を本機に入力できます。�

●VTR1のRCA映像入力端子とコンポーネント映像入力端
子を両方接続しているときは、コンポーネント映像入力端
子が優先されます。�
●コンポーネント映像出力端子付きの当社製メインユニット
やAV機器を接続するときは、コンポーネントケーブル「CD-
CP300」 (別売 ) をお使いください。(� 28ページ)
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3 m

VTR1 入力�

VTR2 入力�

ハイダウェイユニット�

市販のRCAステレオ音声コード(白・赤 )

VTR1�
または
VTR2へ�

市販のRCA映像コード (黄)

モニターケーブル�

電源コード�
 (�  25ページ)

青�

D2映像端子変換ケーブル「CD-CPD300」(別売 )

桃色�

白�

D2映像変換ケーブル「CD-
CP300」(別売)を使うとき
は、ケーブル端子の色 (青 ) 
とVTR1入力端子の色 (白 ) 
が異なるので、接続すると
きはご注意ください。�

長さが足りないときは、
別売の「CD-CP301E」 
(3 m延長 )をお使いくだ
さい。�

メモ
●接続するときは、エンジンスイッチを
OFF (本機および接続する製品の電源を
OFF) にしてから接続してください。

●接続する製品の端子の形状に合わせて、
各種変換コードをお使いください。

●接続する製品の音声がモノラル出力の場
合は、音声入力のL側 (白) とR側 (赤)
に接続できるように、市販の変換ケーブ
ルをご使用ください。



接続のしかた

28

接
続
の
し
か
た

メインユニットとの接続
ー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいー

コンポーネント映像出力端子付きの当社製メインユニットと接続する場合

コンポーネントケーブル�
「CD-CP300」(別売)

「AVH-P90DVA」�
ハイダウェイユニット� 本機のハイダウェイユニット�

3 m

長さが足りないときは、
別売の「CD-CP301E」 
(3 m延長 )をお使いくだ
さい。�

青� 白�

メモ
●AVH-P90DVAと本機の両方で、AVH-
P90DVAの内蔵プレーヤーの映像を見
ている場合、本機の内蔵スピーカーか
らは音声が出力されません。
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リモコン信号入力端子付きの当社製メインユニットと接続する場合

本機のハイダウェイユニット�

RCA入出力ケーブル�
(「AVIC-VH009MD」付属)

リアモニター出力�

リモコン信号入力�

ビデオ・リモコン�
信号ケーブル�

ナビゲーション本体�
例：「AVIC-VH009MD」�

リア出力� 市販のRCAステレオ音声コード �
(白・赤)

黒�

黒�

黒�

4 m20 cm
23 cm

15 cm
15 cm

黄�

黄�
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画像出力・音声出力の接続
ー詳しくはお買い上げの販売店にお問い合わせくださいー

ハイダウェイユニット�

VTR出力�

市販のRCA 音声コード (白・赤 )

映像入力へ�

音声入力 (L) へ�

音声入力 (R) へ�

2台目のモニ
ターやビデオ
デッキなど�

コンポーネント �
(D2)映像入力へ�

市販のRCA映像
コード (黄)

コンポーネント�
 (D2)映像出力�

コンポーネントケーブル�
「CD-CP300」(別売)

青�

●コンポーネントケーブル「CD-CP300」 (別売) 
を使って2台目のTVM-W1100を接続できます。�
●D1またはD2映像入力端子付きの市販のAV機器な
どを接続するときは、D2映像変換ケーブル「CD-
CPD300」 (別売) を使ってD映像信号を本機から
出力できます。�
●映像出力・音声出力からの信号は、本機の電源が
OFFのときは出力されません。�

長さが足りないとき
は、別売の「CD -
CP301E」 (3 m延長)
をお使いください。�

3 m
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取り付けの前に知ってほしいこと

取り付けのポイント

取り付け上のご注意
●必ず付属の部品を指定通りに使用してく
ださい。指定以外の部品を使用すると、
機器内部の部品をいためたり、しっかり
と固定できずに外れたりして危険です。

破損

取り付け、固定する前に
●まず仮接続を行い、本機が正常に動作する
ことを確認してから、取り付けを行ってく
ださい。正常に動作しない場合は、接続に
間違いがないか、もう一度チェックしてく
ださい。

粘着テープを貼り付ける前に
●マジックテープや両面テープを貼り付ける
ところは、汚れをよくふきとってくだ
さい。

ノイズ防止のために
●本機のモニターケーブルは、TVアンテナ
のアンテナコードからできるだけ離して配
置してください。束ねたり、重ねたり、交
差させたりしないでください。

●ナビゲーションシステムと組み合わせる場
合、本機のモニターケーブルは、ナビゲー
ション本体からできるだけ離して配置して
ください。
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運転者が通常の運転状態における視点におい
て、下図のポールが直接確認できるように取
り付けてください。

運転者が通常の運転状態における視点におい
て、下図のポールが直接またはミラーやカメラ
画像で確認できるように取り付けてください。

注）いずれの基準も左ハンドル車の場合は
左右逆となります。

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール
：適用除外エリア
（一定の大きさ以下）

0.3ｍ

0.3ｍ

｛

2ｍ 2ｍ

1ｍ
0.9ｍ 0.7ｍ

0.3ｍ

高さ1ｍ、直径
0.3ｍのポール

ポール

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール｛

ダッシュボード付近に本製品を取り付ける場合のご注意
下記の点にご注意ください。

・前方視界を妨げない
・直前側方視界を妨げない
・エアバッグシステムの動作を妨げない
・ナビゲーションモニターに関しては運転中の視線移動が少ないように

前方視界および直前側方視界を妨げる位置に取り付けると、道路運送車両の保安基準＊

に適合せず車検に通らなかったり整備不良の対象となる場合があります。
＊保安基準とは、昭和26年7月28日施行 運輸省令第67号道路運送車両の保安基準における第21条
及び第44条第5項の告示で定める基準をいいます。

当社推奨以外の取り付け方法や部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。この
場合は、当社では、一切の責任を負いかねます。

直前側方視界に関して前方視界に関して
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ハイダウェイユニットの取り付け

取り付け上のご注意
●次のような場所には絶対に取り付けない
でください。高温により故障する恐れが
あります。

＊ダッシュボードやリアートレイの上のよ
うに、直射日光の当る場所。

＊ヒーターの吹き出し口の近く。

●ドア近くの雨水がかかりやすい場所には
取り付けないでください。

●フロントシートの下に取り付けるときは、
シートのスライドに支障がないように取
り付けてください。

付属のマジックテープ (かたい方) をハイダウェイユニットの底面に、マジックテー
プ (やわらかい方) を取り付け場所に貼り付けます。

ハイダウェイユニット

マジックテープ
(かたい方) × 2

マジックテープ
(やわらかい方) × 2

メモ
●マジックテープ (かたい方) がカーペッ
トにくっつく場合は、カーペットに直
接取り付けることもできます。この場
合、マジックテープ (やわらかい方) は
使用しません。

カーペット�
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モニターの取り付け

モニター取付金具「AD-V10」 (別売) で固定します。

ゆるめたネジは、調節後しっかりと締め直してください。六角レンチで締めても緩く感じる
場合は、下図のようにいったん取付金具からデタッチ部分を取り外し、中のネジを六角レン
チで締めてください。

アームにモニターを取り付ける

モニター�

後ろの穴から六角
レンチの長い方を
差し込み、TVモ
ニターが固定され
るまで回して締め
ます。�

ネジを緩めるとアーム
が回転します。�

クッション�

1

取付金具の取り付けかたは、「AD-V10」に付属の取扱説明書をご参照ください。
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モニターの取り付け
つづき

アームカバーを取り付ける

アームカバーを
広げてアームを
はさみます。�緩まないように固く�

ネジを締めます。�

2
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動作を確認する

接続・取り付けが終わったら、次の操作を行って、本機が正常に動作することを確認して
ください。

接続・取り付けをもう一度
確認する

車のエンジンをかける

ボールペンの先などで
リセットボタンを押す

本機の動作を確認する
（� 12ページ）

● モニターの取り付け位置の設定 (LOCATION)
を必ず行ってください。(� 13ページ)

4

リセットボタン�

3

2

1

接続・取り付けに誤りがないか、各コネ
クターは確実に接続されているか、もう
一度目で見て確認してください。
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モニターの正しい使いかた

●モニターに直射日光が当る状態で長時間放
置しておくと、高温になり、液晶画面が
故障する恐れがあります。本機を使用し
ていないときは、モニターに直射日光が
当らないようにしてください。

●モニターは次の温度範囲内でお使いくだ
さい。
使用温度範囲：－10度～＋50度
保存温度範囲：－20度～＋80度

●モニターの液晶画面は、車内での視認性
向上のためにむき出しになっています。故
障する恐れがありますので、液晶画面を
強く押さないでください。

●キズや汚れの原因になりますので、液晶
画面は触らないでください。

取り扱い上のご注意

●モニター画面の中に小さな黒い点や明るく
光る点 (輝点) が出ることがあります。こ
れは液晶モニター特有の現象で故障ではあ
りません。

●寒いところでお使いになるときは、電源
を入れた後、しばらく画面が暗いことがあ
ります。時間がたつと正常な明るさに戻
ります。

●モニター画面に直射日光が当ると、光が
反射し映像が見づらくなりますので、直
射日光をさえぎってください。

液晶画面について

●画面に付いたホコリやモニターの汚れを清
掃するときは、電源を切ってから、柔ら
かい布でから拭きしてください。

●画面を拭くときは、ツメで引っかかない
ように注意してください。画面にキズが
付くと映像が見づらくなります。

●化学ぞうきんをお使いの場合は、化学ぞう
きんに添付の注意事項をよくお読みくだ
さい。

●ぬれたぞうきんは使用しないでください。
また、ベンジンやシンナーなどの揮発性
の薬品は使用しないでください。

お手入れについて

液晶画面を光らせるために、モニター内部に
小型蛍光管を使用しています。

●蛍光管は約1万時間お使いになると寿命に
なります。(寒いところでお使いになると、
寿命が短くなることがあります。）

●蛍光管が寿命になると、画面が暗くなっ
たり、映像が映らなくなったりします。こ
のときはお買い上げの販売店またはお近く
のパイオニアサービスステーションにご連
絡ください。

小型蛍光管について



付録

39

付
録

リセットについて

リセットボタンは、本機のマイコンをリセッ
トするボタンです。次のようなときに、リ
セットボタンを押してください。

●接続が終わった後。

●本機が正しく動作しないとき。

●画面が正しく表示されないとき。

なお、リセットボタンを押すと、本機は初期
状態に戻ります。本機の記憶 (設定メニュー
[SETUP MENU]や画質調整メニューなど) が
消去されますので、もう一度セットし直して
ください。

リセットボタンについて

ボールペンの先などで、リセットボタンを押
します。

リセットボタン�

リセットボタンの押しかた
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故障かな？と思ったら

故障かな？と
思ったら

修理を依頼される前
に、次の表の内容を
チェックしてください。

チェックしても
直らないときは

本機をリセットしてく
ださい。(� 39ページ)

それでも
直らないときは

保証書とアフターサー
ビス (� 42ページ) を
お読みになり、修理を
依頼してください。

■共通項目

処 置
電源を入れてください。(� 12ページ)
車のエンジンをかけてください。
パワーコントロールの設定をしてください。
（� 13ページ）
正しく確実に接続されているかどうか、もう一度
確認してください。
お買い上げの販売店またはお近くのパイオニア
サービスステーションにヒューズの交換をご依頼
ください。
[LOCATION]の設定をしてください。
(� 13ページ)

正しく確実に接続されているかどうか、もう
一度確認してください。（� 26～30ページ）
コンポーネントケーブル「CD-CP300」 (別売)
を使って接続する場合は、VTR1のRCAステレオ
音声コードは接続しないでください。
(� 28ページ)
コンポーネント映像入力の接続を外すか、RCA
映像入力をVTR2に接続してください。(� 26、
27ページ)

原 因
電源が入っていない。
車のエンジンがかかっていない。
パワーコントロールの設定が
[FRONT]になっている。
各リード線やコネクターが正
しく接続されていない。
ヒューズが切れている。

取 り 付 け 位 置 の 設 定 が
[FRONT]になっている。

正しく接続されていない。

コンポーネントケーブル
「CD-CP300」 (別売) とRCA
ステレオ音声コードを同時に
接続している。
VTR1のコンポーネント映像
入力とRCA映像入力が同時に
接続されている。

症 状
映像がうつらない。
電源が入らない。
動作しない。

リアモニターとして使用
しているのに走行中画面
に“ATTENTION”が表
示される。
外部機器の映像がうつら
ない。
映像と音声が合っていな
い。または音声が混ざる。

VTR1が選択できない。
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■モニター

症 状
映像が明るい。
または暗い。

液晶画面が暗い。

映像の色がうすい。また
は濃い。
映像の色合いがおか
しい。
液晶画面の中に、小さな
黒点や輝点がある。

原 因
[黒の濃さ]の調整が適切でない。
[コントラスト]の調整が適切
でない。
[明るさ]の調整が適切でない。
車内の温度が低い。

[色の濃さ]の調整が適切でない。

[色あい]の調整が適切でない。

液晶特有の現象で、故障では
ありません。

処 置
[黒の濃さ]を調整してください。(� 20ページ)
[コントラスト]を調整してください。(� 20ページ)

[明るさ]を調整してください。(� 21ページ)
液晶モニターは、周囲の温度が低いと画面が暗く
なることがありますので、ヒーターで車内の温度
を上げてください。
[色の濃さ]を調整してください。(� 20ページ)

[色あい]を調整してください。(� 20ページ)

ー
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保証書とアフターサービス

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記
入されていることをお確かめのうえ、ご購入
の際に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失
したりすると、保証期間中でも保証が無効と
なります。記載内容をよくお読みのうえ、大
切に保管してください。

保証書

この製品の保証期間は、お買い上げの日より
1年間です。

保証期間

万一、故障が生じたときは、保証書に記載さ
れている当社保証規定に基づき修理いたしま
す。お買い上げの販売店またはお近くのパイ
オニアサービスステーションにご連絡くだ
さい。所在地、電話番号は本機に付属の「ご
相談窓口・修理窓口のご案内」をご覧くだ
さい。

保証期間中の修理について

お買い上げの販売店またはお近くのパイオニ
アサービスステーションにご相談ください。
修理すれば使用できる製品については、ご希
望により有料で修理いたします。

保証期間経過後の修理について

当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち
切り後最低6年間保有しています。(性能部品
とは、その製品の機能を維持するために必要
な部品です。）

補修用性能部品の最低保有期間

本機に関するご質問、ご相談はパイオニアカ
スタマーサポートセンターまたはお買い上げ
の販売店にお問い合わせください。

ご質問、ご相談は

お願い
修理をご依頼になるときは、故障の原因をより早く確実に解決するため、モニターとハイダ
ウェイ部の両方をお持ち込みください。



付録

43

付
録

仕様

●外部映像
入力レベル ：NTSC 1 Vpｰp/75 Ω
●外部音声
最大入力レベル ：1.5 V/22 kΩ
●外部映像
出力レベル ：NTSC 1 Vpｰp/75 Ω
●外部音声
最大出力レベル ：1.5 V/1 kΩ
●外部コンポーネント
入力レベル ：Y ：1 Vp-p/75 Ω

Cb,Cr：0.7 Vp-p/75 Ω
●外部コンポーネント
出力レベル ：Y ：1 Vp-p/75 Ω

Cb,Cr：0.7 Vp-p/75 Ω
●使用温度範囲 ：ー10 ℃ ～ ＋60 ℃

ハイダウェイ部

●使用電源 ：DC 14.4 V (10.8～15.1 V
使用可能)

●アース方式 ：マイナスアース方式
●最大消費電流 ：4.0 A
●保存温度範囲 ：－20 ℃ ～ ＋80 ℃

共通部

●ハイダウェイ部 ：178 (W) ×157 (H) ×30
(D) mm

●モニター ：297 (W) ×181 (H) ×42
(D) mm

外形寸法

●画面サイズ ：11.0型ワイドVGA (有効表
示エリア、245.6 × 139.5
mm)

●画素数 ：1 152 000画素 (水平800
× 垂直480 × 3 (RGB) )

●方式 ：TFTアクティブマトリクス
方式、透過型

●エッジライト ：冷陰極L字管2灯式
●内蔵スピーカー ：φ36 mm
●ヘッドホン出力 ：8 mW ＋ 8 mW/16 Ω
●使用温度範囲 ：－10 ℃ ～ ＋50 ℃

モニター部
●ハイダウェイ部 ：0.68 kg
●モニター ：1.39 kg

質量

●コード類 ：1式
●取付部品類 ：1式
●取扱説明書 ：1
●安全上のご注意 ：1
●保証書 ：1
●お客様登録のお願い：1
●ご相談窓口・修理
窓口のご案内 ：1

付属品



<各窓口へのお問い合わせ時のご注意>
市外局番「0070」で始まる フリーフォン、および「0120」で始まる フリーダイヤル は、PHS、携帯電話などから
はご使用になれません。また、【一般電話】は、携帯電話・PHSなどからご利用可能ですが、通話料がかかります。

商品についてのご相談窓口　● 商品のご購入や取り扱い、故障かどうかのご相談窓口およびカタログのご請求窓口

修理についてのご相談窓口　● お買い求めの販売店に修理の依頼ができない場合

修理受付センター (沖縄県を除く全国)
受付時間 月曜～金曜　9：30～19：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～18：00（弊社休業日は除く）

電話 0120-5
ゴー

-81028
パ イ オ ニ ア

【一般電話】03-5496-2023
ファックス 0120-5-81029
インターネットホームページ http://www.pioneer.co.jp/support/repair.html
※インターネットによる修理受付対象商品は、家庭用オーディオ／ビジュアル商品に限ります

沖縄サービスステーション (沖縄県のみ)
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00（土曜・日曜・祝日・弊社休業日は除く）

電話 【一般電話】098-879-1910
ファックス 098-879-1352

部品受注センター
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～18：00（弊社休業日は除く）

電話 0120-5-81095 【一般電話】0538-43-1161
ファックス 0120-5-81096

部品のご購入についてのご相談窓口　● 部品（付属品・リモコン・取扱説明書など）のご購入について

カスタマーサポートセンター（全国共通フリーフォン）
受付時間 月曜～金曜　9：30～18：00、土曜・日曜・祝日　9：30～12：00、13：00～17：00（弊社休業日は除く）

●カーオーディオ／カーナビゲーション商品

電話 0070-800-8181-11 【一般電話】03-5496-8016
ファックス 03-3490-5718
インターネットホームページ http://www.pioneer.co.jp/support/index.html
※商品についてよくあるお問い合わせ・メールマガジン登録のご案内・お客様登録など

ご相談窓口のご案内
パイオニア商品の修理・お取り扱い (取り付け・組み合わせなど) については、お買い求めの販売店様へお問い合わせください。

修理窓口のご案内
修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどうかご確認ください。それでも正常
に動作しない場合は、1 型名、2 ご購入日、3 故障症状を具体的にご連絡ください。

© パイオニア株式会社 2006
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この説明書の印刷には、植物性

大豆油インキを使用しています。

この説明書は、再生紙を使用しています。
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